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第7回 日本漆喰鶴会作品費 鶴賞のお願い

平成 23年 11月 16ロ

「下¬
日本津はいな|

拝啓 暁軟の候 時下ますますご清祥の段 おきび中し上げます

平表はお阿のご厚想にあずかり 厚く御礼申し上げます。

日本灘喰協会作品求は 日本のほ格的な不惨建策仕上げ材である濠嘘の普及 技怖の

向上を国り 安全で環いと人にほしい濠陰工法!較る建築文化を後世に機承して行くための
一助となること 併せて薄唆関連業界の発展に寄与することを目的とし 社会的 文化的見地

から特に優秀と認められる津嘆を使用した作品の表彰を行メ く2m6年 より毎年開磁してい

るものです。

第6回をむかえた本年は 貴会の協賛をいただいたこともあり 全国から多数のご応募を用

りました。ご懐喪軸 こありがめ ご最 まヽした。

さて 掲題の件 下記の通り2012年書に第7回日本漆吐出会作品賃の募集を行うことが決

定いたしましヒ 今回につきましても 左甘文化並抑 こ漆唆の普及啓要活的の拡大のため 是

非 貴会鶴寅を自りますようお願い中し上げ壇す

記

「第7回 日本溶強協会 作品費J

募集期間 :平成24年2月1,1～3月15,

募集対釜 :強二日が平成21年2月1日以降の国産の津喰並観 こ出 マイトプラスターを使用し

て制作された建築物及びこれに関わるもの

表 彰  :B本灘はほ会越会(平成24年10月)

事 務 局 :日本津は鶴会 事務局
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